
地域に踏み込むはじめのいっぽ

「問題」を決めるのは「支援者」ではなく「本人」

家などに居場所がなく、夜の繁華街に集まる子ども・若者たちの姿をニュースで目
にしたことはありませんか？本当は悩みや困りごとがあるのに、福祉や教育の枠組
みから外れ、支援機関を利用しない・できない現状。居場所を求めて子どもたちが
たどりついた場所で、犯罪や暴力被害などに巻き込まれてしまうことも少なくあり
ません。ゲストの荒井さんは、繁華街で子どもたちが勧誘などに声をかけられる前
に声をかけようと活動をはじめました。出会った子どもたちから「少しでも役に立ち
たい」「同世代のために何かできることはないか」という提案から、ともに考え、活動
をひろげています。子ども・若者が、支援を受けるのではなく、活動の主体となるこ
とでどのような変化が生まれているか、エピソードを伺いながら、「支援」を前提と
しない子ども・若者とのつながりのあり方や、地域社会に求められることを考えてみ
たいと思います。
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